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研究成果:
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　研究成果を報告書としてまとめたので添付する。

Policy Study on Improving the Safety of Buildings in Disaster Risk Areas

災害危険区域内における建築物の安全性向上に関する政策研究

　本研究では、災害危険区域についての世間の関心、指定状況、建築禁止・建築制限の内容等を整理し、以下
の知見が得られた。
・国会議事録での災害危険区域への言及は、移転のための支援の観点からのものが多かったこと。指定促進に
ついては、国土交通省（旧建設省）としては指定を行うように公共団体を促してきたものの、思ったほどには指定
がなされてこなかったこと。
・災害危険区域の指定は、災害の発生や法律の制定をきっかけに、指定が進んできたこと。
・建築規制・建築制限の内容としては、住宅の建築禁止が多いものの建築制限も多いこと。住宅の禁止と非住宅
の制限の組み合わせ、災害危険区域を区分しての段階的な禁止・制限、用途別の禁止・制限が見られること。住
宅に加えて宿泊施設等も建築禁止とする事例も見られること。
・災害危険区域と関連しないものも含めると、水害や土砂災害に対する住宅等の改修等に対する助成制度が見
られること。また、土砂災害対策としては、家屋に被害が発生しても命だけは助かる方法が提案されていること。
　今後、危険な区域には住まないことや区域のリスクに応じた建築制限を行うことが一層求められるものと考えら
れる。本研究は、災害危険区域を指定し、区域の状況に応じたより多様な建築禁止・建築制限の活用を通じて、
区域内の建築物の安全性の向上を図ろうとする地方公共団体のための参考資料となることが期待される。

　全国で22千箇所以上の災害危険区域が指定され、住宅等の建築禁止や建築制限が定められおり、区域外へ
の移転を支援する制度も用意されているが、区域内にはまだ多数の住宅・建築物が存在している。
　一方、想定される急傾斜地崩壊、津波、出水等の状況によっては必ずしも転出しなくても一定の安全を確保す
ることが可能な場合もあり、状況に応じた適切な建築制限とすることが重要である。
　本研究は、災害危険区域に対する世間の関心、災害危険区域のこれまでの指定状況、現在の災害危険区域
における建築禁止・建築制限の内容を、それぞれ整理するとともに、区域内の建築物の安全性向上のための改
修等支援策の事例を調査することにより、災害危険区域における既存の政策の実態を整理し、今後の対応の可
能性を検討しようとするものである。

【資料 3-1-2 ⑬】

Page 1 of 2



成果報告書(研究成果一覧)

研究成果一覧:
(発表予定を含む。但し、投稿中、投稿準備中は除く。別紙一覧でも可。)

(必要に応じて適宜追加)

0 件 件 0 0 0

著者 標題 雑誌名
/所収図書の編者・図書名・出版者等

巻・号
/章・節

発行年 開始
ページ

終了
ページ

査読
(有=1)

国際共著
(yes=1)

DOI オープンアクセス
(yes=1)

1 -

2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -

12 -

13 -

14 -

15 -

16 -

17 -

18 -

19 -

20 -

-

-

0 件

著者・編者 図書名 出版者 発行年 総ページ
数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

0 件

報告者等 論題 学会・研究会名等 報告年月日 開催場所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

論文（（学術雑誌（総合雑誌（文藝春秋、中央公論、世界）を含む。）等掲載）
※査読付きのものは、査読欄に「１」を入れてください。
※共著論文の場合には、ご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※国際共著とは、異なる国を拠点とする複数の研究者による共著論文を意味します。

図書:

※共著の場合にはご自身の名前の下にアンダーラインを引いてください。
※書籍の一部分のみを執筆した場合には論文の区分に含めてください。

口頭報告・学会発表等:
※査読付きの学会論文集は、論文の区分で報告してください。査読なしの学会論文集は、学会発表の区分で報告してください。
※招待講演については、学会等名の後に（招待講演）と明記してください。

Page 2  of 2


